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行事企画委員会  

日本セラミックス協会 2019 年年会 開催報告 

 

2019 年 3 月 24 日（日）～26 日（火），工学院大学新宿キャンパスにて 2019 年年会が開催されま

した．初日が日曜日の開催にも関わらず例年通り多くの方々にご参加いただき，盛況のうちに閉会す

ることができました．年会の開催にあたりまして，事務局，年会小委員会，行事企画委員会，各種企

画のご担当者の皆様には，事前準備から当日の運営まで大変お世話になりました．また，開催期間中

は，工学院大学関係者，学生アルバイトの皆様に年会運営を陰で支えて頂きました．ご協力いただき

ました皆様に，現地実行委員一同より厚く御礼申し上げます．本年の年会では，参加者 1333 名，発

表件数 607 件（内，口頭発表 370 件）がありました．また，企業展示会・説明会，高校生作品展示，

年会パーティーなどの関連イベントにも多くの方にご参加いただき大変盛況でした． 

会期 1 日目の午前中には，基礎セミナー（参加者 60 名）およびサテライトプログラム（計 6 プロ

グラム）が行われました．基礎セミナーでは「大型放射光施設 SPring-8 を利用したセラミックス材

料の構造物性研究－何ができるか？何がわかるか？－」と題して，5 名の講師の先生にご講演頂き，

放射光を用いた X 線回折・散乱の基礎から，材料研究への応用，更には SPring-8 を利用するための

申請に関する説明まで，わかりやすくご解説頂きました．午後には一般セッションと並行で産学連携・

共創セッションが開催され，主に産業サイドの生に近い情報・意見を様々な視点でご説明頂きました．

また，企業説明会では 15 社に参加頂き，多くの学生が熱心に説明を聞いていました．さらに，ポス

ター会場では237件の発表があり，多くの来場者が活発に議論を交わしていました（下図）． 

2日目には，午後に女子学生，女性技術者・研究者交流会，各部会の役員会および総会，部会特別

講演などが行われました．16時からアーバンテックホールにおいて，特別講演として，東京医科歯科

大学生体材料工学研究所教授 山下仁大先生と工学院大学総合研究所特任教授 中尾真一先生をお

招きしてご講演を頂きました．年会パーティーは会場から徒

歩約 5 分のサクラダイニングにて開催しました．手狭な会

場ではありましたが，244名にご参加頂き，大盛況のうちに

終了いたしました． 

最終日の 3 日目には各セッションの講演が夕方まで設け

られ，活発な議論が最後まで続きました．また，本会から各

セッションの議論をより活発にするために，インターミッシ

ョンを設けました．各セッションにおいて有効にご活用頂け

たのではないかと思います． 

2019年の秋季シンポジウムはPACRIM13との併催で沖縄コ

ンベンションセンターでの開催予定となっております．引き

続き，秋季シンポジウムおよび年会へご参加頂きますよう宜

しくお願い申し上げます． 

（現地実行委員会 工学院大学 橋本英樹） 

2019 年年会来場者アンケートについて 

2019 年年会には多くの方に御来場頂きありがとうございました．今回の年会ではインターミッシ

ョンという総合討論の時間を設けましたが，いかがだったでしょうか？アンケートでは初めてで戸惑

うことがあったという意見も頂きましたが，座長をはじめ来場者の皆様に多大な御協力を頂いたこと

感謝申し上げます．普段の学会ではなかなかできない本質に深く踏み込んだ議論ができたという意見

も多く頂戴しております．次回年会でも総合討論をより効果的に実施できる様改善を進めますので，

実りある討論，情報交換の場として日本セラミックス協会年会をご活用頂けますと幸いです． 

（行事企画委員会 主査 横浜国立大学 黒田義之, 幹事 AGC(株) 林 和孝, 神奈川大学 本橋輝樹） 

ポスター発表の様子 
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行事企画委員会  

第 33回秋季シンポジウム（北海道大学）からの制度改革について 

 

先刻来お知らせしている通り，2020年 9月に北海道大学での開催が予定されている第33回秋季シ

ンポジウムから“新しいセッション制”が始まります．これまでの秋季シンポジウムからの主な変

更点は以下の通りです． 

 

(１) 候補会場の拡大のため，特定セッションの数を20程度とし，類似セッションの統合・共同

開催をお願いする． 

(２) ポスター会場の選択の幅の拡大およびポスター発表の時間・空間の確保のため，ポスター

発表を，他のセッションの口頭発表の時間帯に行う． 

(３) 聴講しやすいプログラム編成促進のため，①秋季シンポジウム小委員会が提示する大枠

（分野キーワード）をセッション提案時に選択してもらう．②同小委員会が，類似セッショ

ンの統合・共同開催に積極的に関与する．③類似セッション間でのプログラム編成の協力を

お願いする． 

(４) 最新情報の共有化のため，基調・招待講演のみからなる特別企画を別途募集する．従来の

「男女共同参画」や「標準化」はここに含まれる． 

(５) セッションの固定化回避のため，代表・連絡役オーガナイザの連続就任を2年以内とし，

任期後2年間は代表・連絡役以外の者も含めオーガナイザに就任できないものとする． 

(６) 参加者数増強のため，集まった講演数や前年度聴講者数も考慮してオーガナイザ費用やク

ーポンの配分を定める． 

(７) 会員数増強のため，非会員のオーガナイザや基調・招待・依頼講演者には，秋季シンポジ

ウム終了後半年間，会員と同等のサービスを提供することを検討する． 

(８) 企業展示への来客者の確保と展示数増強のため，ポスター会場で企業展示を行う． 

 

このような制度変更のもと，本年7月頃に第33回秋季シンポジウムへの特定セッションの提案募

集を行いますので，特定セッションの提案を予定されている方々は，いつもどおり奮ってご応募く

ださい．よろしくお願いいたします． 

なお，先日の年会パーティでもお伝えしましたが，第33回秋季シンポジウムの提案者会議は，本

年10月 27日～11月 1日に沖縄にて開催されるPACRIM13の初日となる10月 27日(日)16:00～17:00

（Welcome receptionの直前）にPACRIM13 の会場（沖縄コンベンションセンター会議棟A2会議室）

で開催する予定となっておりますこと，ご了承ください． 

秋季シンポジウム小委員会では，今回の変更を踏まえ，今後も会員の皆様の意見を真摯に伺いな

がら，参加する皆様にとってよりよい秋季シンポジウムとなるように制度等の改善を進めていきま

す．皆様のご協力なくして，よりよい秋季シンポジウムの実現は成し得ませんので，今後ともご指

導ご鞭撻ならびにご協力のほど何卒よろしくお願いいたします．  

 

（秋季シンポジウム小委員会主査 島根大学 笹井 亮） 
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